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大崎市祥雲閣
１2月の特別企画
　　　　　　　　　～雪吊り見学会～

　祥雲閣の庭園は、岩と石で水の流れを表現した枯山水に枝垂れ

桜や紫陽花、夏椿、紅葉など四季折々に楽しむ事ができます。これ

から朝晩の冷え込みが一段と厳しくなり、冬の気配が感じられるよ

うになり剪定や雪吊りなどの冬支度が進んでいます。

　雪吊りは雪の重みで枝が折れるのを防ぐために縄等を使って枝を

補強するもので放射線状に張られた縄が松等の木々に美しく映え

る冬の風物詩です。職人さんによる木々を守り美しさと技術を伝え

る作業の様子を間近でご覧いただけます。お気軽にご来場ください。



さざんか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花の彩りがさみしくなる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬の初めに赤やピンクの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花をつける山茶花。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もうすぐ満開です。
　

交通案内　JR古川駅から徒歩約20分
　　　　　東北自動車道古川インターから
　　　　　車で約10分
住　所　　大崎市古川福沼一丁目2-2
開館時間　9：00～17：00
　　　　　（最終入館16：30）
休 館 日　毎週月曜日 
　　　　　（月曜が祝日の場合はその翌日）
入 館 料　無料　
連 絡 先　TEL・FAX　0229‐24‐3385

 

　(いちようらいふく)

　師走を迎え、何かと気ぜわしくなり、同時になんと一年が早く過ぎてしまうこと
かと思う日々です。
　今年の冬至は１２月２２日です。一年で最も昼間が短い日である冬至を表す
「一陽来復(いちようらいふく)」という言葉があります。　冬が終わり新しい年が
来る、悪いことが続いた後に幸運が開けるなどの意味があるそうです。
　冬至の翌日から少しずつ日が長くなり春が近づいていると考えるとこれから
の寒さも乗り切れそうです。
　来年は午年です。午（馬）は「飛躍」「前進」の象徴とされ、成長や成功を願う
のに最適な年といわれます。力強く駆け抜ける馬のように健康で希望にあふれ
る新年を迎えたいですね。
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